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●品質向上 

現場での溶接作業が不要となるため、接合部の品質が安定し、品質管理の負担も軽 
減されます。 
●作業条件 

風、湿度、外気温、降雨・降雪、足場などの外的要因に左右されず、特殊技能や火 
気の使用も不要です。水中部の橋脚においても仮締め切りなしで施工が可能です。 
 
●耐震性能 

従来の鋼板巻き補強と同等以上の耐震性能を有しています。 
 
●コストダウン 

機械施工により人力作業が軽減され、作業効率が向上します。さらに、塗装作業を 
工場で行えるため、コスト削減が可能です。 

 
●狭隘箇所への対応 

部材を上下に分割することで、重機による施工が困難な狭隘箇所でも、人力による 
運搬・組立が可能となります。 

 

 ノコ歯状のかみ合わせ継手を採用することで、従来必要とされていた現場溶接を不
要とした、プレハブタイプの鋼板巻立て補強工法です。 
施工が容易でありながら、十分な耐震性能を有しており、高架橋柱などの補強にお

いて高い効果を発揮します。 
 

かみ合わせ継手を用いた鋼板巻立て補強工法 

 
工法の概要 

特徴および優位性 
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施工手順

 

施工事例（狭隘箇所）
 


